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● 注目人工知能アルゴリズム「ディープ・ラーニ
ング」でサカナ観察に挑戦! 

　すぐ隠れちゃうお魚「ナベカ」の姿をラズベリー・
パイに学習してもらって，人の代わりにナベカの様子
を観察させるプログラムを開発するには，機械学習と
呼ばれるアルゴリズムをラズベリー・パイに導入しな
ければなりません．この章では，機械学習の最先端で
あるディープ・ラーニングを紹介し，ラズベリー・パ
イ上でナベカの画像を認識させてみる実験をしてみま
す．
　物体の検出に使える機械学習のアルゴリズムにもさ
まざまな手法があります（表1）．機械学習は，デー
タ・マイニングという研究分野とオーバラップしてい
て技法も共通点が多いのですが，目的に違いがありま
す．機械学習の目的は，学習データから学んだ情報を

使って未知のデータを予測することであるのに対し
て，データ・マイニングは，データの中に潜む特徴を
見つけることが目的です．
　機械学習の中で今最も高い関心を集めているのが
ディープ・ラーニングです．最近話題になった囲碁の
プロ棋士を打ち負かしたソフトウェアもディープ・
ラーニングを応用したものでした．
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● 人の脳みその動きを参考にして高度な認識処
理を実現する…ニューラル・ネットワーク

　今から50年前，生物のニューロンの仕組みを模倣
する形で発明されたニューラル・ネットワークによる
機械学習アルゴリズムは，人間のような高度な知能を
実現する有力な手段として大きな期待を集めていまし
た．
　ニューラル・ネットワーク・アルゴリズムの発明の
元となっているのは，動物の脳を構成する神経細胞で
あるニューロンです．図1のような構造を持ったもの
で，複数のニューロンが互いに連結されたネットワー
クを形成しています（図2）．シナプスと呼ばれる
ニューロン同士の接続部における興奮の伝達特性の変
化によって，学習を始めとする情報処理が行われると
考えられている動物に特有の細胞です．
　コンピュータ・アルゴリズムに応用されたニューラ
ル・ネットワークでは，図3のようなニューロン・モ
デルを単位としたネットワークを考えます．
　各ニューロンには，複数の入力があって各入力には
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Learning Vector Quantization（LVQ）
自己組織化マップ（SOM）
局所重み学習（LWL）
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表1　主な機械学習アルゴリズム

図1　ニューラル・ネットワーク機械学習アルゴリズムの基に
なっている動物の脳みその神経細胞ニューロン
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